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社
頭
講
話

　「
独
り
言
」

社
頭
講
話

　「
独
り
言
」

　

美
し
い
新
緑
が
濃
い
青
葉
に
変
り
、

夏
本
番
と
な
り
ま
し
た
。
小
さ
な
虫

た
ち
か
ら
大
き
な
動
物
に
い
た
る
ま

で
活
発
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
我
が

家
は
一
級
河
川
「
庄
川
」
が
山
々
を

経
て
砺
波
平
野
に
流
れ
出
た
と
こ
ろ

の
右
岸
の
小
高
い
所
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
更
に
高
い
場
所
に
氏
神
様
の
雄

神
神
社
が
あ
り
ま
す
。
谷
間
の
平
な

と
こ
ろ
に
氏
子
崇
敬
者
の
信
仰
を
集

め
鎮
座
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
五
年

に
老
朽
化
し
た
社
殿
を
社
有
林
の
欅

を
も
っ
て
新
築
し
ま
し
た
。
境
内
は

杉
の
老
木
が
枝
を
伸
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
に
混
じ
っ
て
桜
や
ツ
ツ
ジ
、
紫

陽
花
な
ど
季
節
の
花
木
も
競
い
合
っ

て
美
し
い
花
々
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。

早
朝
や
夕
方
に
は
リ
ス
た
ち
が
老

木
を
遊
び
場
の
よ
う
に
登
っ
た
り
降

り
た
り
し
て
元
気
に
走
り
ま
わ
っ
て

い
ま
す
。
時
々
、
神
社
の
裏
山
か
ら

や
っ
て
く
る
カ
モ
シ
カ
の
親
子
に
遭

遇
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
親
が
子

の
行
動
に
注
意
を
は
ら
い
つ
つ
、
鳴

き
な
が
ら
山
の
ほ
う
へ
導
き
帰
っ
て

行
く
姿
を
見
て
い
る
と
親
子
の
あ
る

べ
き
姿
、
深
い
愛
情
を
感
じ
ま
す
。

　

ど
っ
し
り
と
し
た
古
木
の
樹
形
や

美
し
い
花
を
咲
か
せ
る
草
木
、
ま
た
、

可
愛
ら
し
い
動
物
た
ち
な
ど
、
谷
間

の
小
さ
な
お
宮
の
神
様
を
囲
む
よ
う

に
命
を
育
ん
で
い
ま
す
。
ま
さ
し
く

全
て
の
も
の
が
神
様
に
生
か
さ
れ
て

い
る
と
実
感
で
き
る
空
間
が
こ
こ
に

あ
り
ま
す
。
大
自
然
の
中
に
神
々
が

お
ら
れ
る
の
で
、
自
然
の
中
に
身
を

浸
す
こ
と
に
よ
り
心
が
癒
さ
れ
、
新

し
い
力
を
い
た
だ
け
る
の
で
す
。
自

然
の
素
晴
ら
し
さ
や
自
然
か
ら
教
え

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
の
は
神
々
の
な

せ
る
業
だ
か
ら
な
の
で
す
。
森
羅
万

象
、
神
々
が
造
化
さ
れ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
人
間
が
支
配
す
る
対
象
と

し
て
自
然
を
捉
え
て
い
ま
す
。
地
球

の
温
暖
化
が
叫
ば
れ
て
二
酸
化
炭
素

の
削
減
を
し
よ
う
と
全
世
界
的
に
宣

伝
さ
れ
て
も
自
分
に
不
都
合
が
あ
れ

ば
軽
ん
じ
て
し
ま
う
。
現
在
の
世
界

の
風
潮
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
テ
レ
ビ
番
組
で
白
熊
の
住

む
北
極
の
氷
が
解
け
、
白
熊
の
生
活

環
境
が
激
変
し
た
た
め
に
こ
の
ま
ま

推
移
す
れ
ば
絶
滅
し
て
し
ま
う
と
報

じ
て
い
ま
し
た
。
氷
が
あ
れ
ば
ア
ザ

ラ
シ
な
ど
の
餌
を
捕
り
や
す
い
の
で

す
が
、
氷
が
な
い
と
近
づ
く
こ
と
も

で
き
な
い
の
で
す
。
何
十
日
も
食
事

に
あ
り
つ
け
ず
子
熊
は
餓
死
し
て
し

ま
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事
態
が
起

き
て
い
る
の
に
我
々
の
生
活
は
い
か

が
で
し
ょ
う
。
そ
の
日
の
食
べ
る
も

の
に
あ
り
つ
け
ず
餓
死
し
た
と
い
う

話
は
ほ
と
ん
ど
聞
き
ま
せ
ん
。
逆
に

グ
ル
メ
番
組
で
贅
沢
を
煽
る
よ
う
な

状
況
で
す
。
節
電
の
た
め
、
暑
さ
寒

さ
を
我
慢
し
な
が
ら
工
夫
し
て
生
活

し
て
い
ま
す
が
、
死
ぬ
ほ
ど
辛
い
生

活
で
は
な
い
は
ず
で
す
。
白
熊
の
気

持
ち
に
な
っ
て
み
る
必
要
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
世
は
す
べ
て
神
様

が
造
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し
た

な
ら
ば
、
私
た
ち
人
間
も
白
熊
も
生

き
て
行
く
権
利
は
同
じ
で
あ
る
べ
き

で
し
ょ
う
。

　

昨
今
の
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
動

を
ど
う
す
る
か
と
い
う
問
題
。
福
島

県
の
原
発
事
故
で
現
在
も
ひ
ど
い
目

に
あ
っ
て
い
る
の
に
一
年
足
ら
ず
で

再
び
危
険
を
冒
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

自
然
界
に
存
在
し
て
い
る
も
の
に
人

工
的
な
手
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て

便
利
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
危
険
な
も

の
に
代
え
て
い
る
。
あ
く
な
き
技
術

開
発
を
ど
こ
ま
で
進
め
る
の
か
。
本

当
に
そ
れ
が
人
間
の
た
め
に
な
る
の

か
。
未
来
永
劫
に
幸
福
な
生
活
を
お

く
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
よ
く
考

え
て
み
る
重
大
な
時
期
に
な
っ
て
い

る
の
で
す
。
自
分
の
こ
と
は
さ
て
お

き
、
他
人
の
た
め
、
共
に
生
き
る
動

植
物
の
た
め
に
何
が
出
来
る
の
か
。

こ
の
こ
と
を
真
剣
に
考
え
て
実
行
し

な
け
れ
ば
地
球
環
境
は
好
転
し
な
い

で
し
ょ
う
。
今
ま
さ
に
我
々
の
生
き

方
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
社
報

で
何
度
も
提
言
し
て
い
る
と
お
り
、

自
然
の
摂
理
に
従
い
、
自
然
を
尊
重

し
、
自
然
に
学
び
、
自
然
と
共
に
生

活
し
て
ゆ
く
こ
と
こ
そ
我
々
人
間
の

行
う
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
う
の

で
す
。

宮
　司  

藤
井
秀
弘

宮
　司  

藤
井
秀
弘



　

四
月
八
日
、「
金
婚
祭
」
が
斎
行

さ
れ
、
高
瀬
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
（
岩
倉
邦
良
会
長
）
の
会
員
約
七

十
名
の
参
列
が
あ
り
ま
し
た
。

　

宮
司
の
祝
詞
奏
上
の
後
、
神
楽
舞

「
胡
蝶
の
舞
」
が
奉
奏
さ
れ
、
金
婚

を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
婦
に
は
、
金
婚

祝
証
と
記
念
の
銀
杯
が
岩
倉
会
長
よ

り
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

祭
典
に
先
立
ち
清
掃
奉
仕
が
行
わ

れ
、
そ
の
後
、
参
集
殿
に
て
宮
司
に

よ
る
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
金
婚
者
）

　

吉
田
信
隆
・
晴
美
ご
夫
妻

　
　
　
　
　
　
　
　
（
南
砺
市
北
市
）

　

六
月
十
日
、「
祈
年
穀
祭
」
が
農

協
関
係
者
を
は
じ
め
約
四
十
名
の
参

列
に
よ
り
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

ご
神
前
で
は
、
ま
ず
忌
火
が
点
火

さ
れ
、
宮
司
の
祝
詞
奏
上
に
つ
づ
き

砺
波
地
区
農
業
協
同
組
合
協
議
会

（
佐
野
日
出
男
会
長
）
か
ら
の
幣
帛

が
供
え
ら
れ
、
参
向
使
の
沼
田
勝
い

な
ば
農
業
協
同
組
合
常
務
理
事
に
よ

り
祭
文
が
奏
上
さ
れ
ま
し
た
。

　

巫
女
二
名
に
よ
り
お
神
楽
「
浦
安

の
舞
」
が
奉
奏
さ
れ
、
責
任
役
員
・

田
中
南
砺
市
長
に
続
き
参
列
者
が
玉

串
を
捧
げ
、
今
年
も
害
虫
の
害
無
く

豊
作
に
な
る
よ
う
祈
念
し
ま
し
た
。

　

ご
本
殿
で
の
祭
典
の
後
、「
忌
火
」

が
宮
司
か
ら
参
向
使
に
手
渡
さ
れ
、

参
列
者
が
見

守
も
る
中
、

境
内
大
鳥
居

前
に
備
え
ら

れ
た
「
か
が

り
火
」
に
点

火
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
多
年
に
わ
た
り
農
業
の
発

展
に
寄
与
さ
れ
た
方
に
「
根
尾
宗
四

郎
氏
・
上
田
又
一
氏
遺
徳
顕
彰
事
業
」

に
よ
り
農
事
功
労
表
彰
が
送
ら
れ
ま

し
た
。

　

翌
十
一
日
に
は
神
輿
が
砺
波
地
区

の
各
農
業
協
同
組
合
を
巡
幸
し
、
各

農
協
で
は
組
合
長
以
下
職
員
総
出
で

神
輿
を
迎
え
、
本
年
も
豊
作
に
な
る

よ
う
祈
念
し
ま
し
た
。

（
農
事
功
労
表
彰
）

元
と
な
み
野
農
業
協
同
組
合
役
員

　

川
原 

正
彦
氏
（
南
砺
市
専
勝
寺
）

（
神
輿
渡
御
行
程
）

　

な
ん
と
農
業
協
同
組
合

（
南
砺
市
金
戸
）

　
　
　

←

　

福
光
農
業
協
同
組
合（

南
砺
市
荒
木
）

　
　
　

←

　

い
な
ば
農
業
協
同
組
合

（
小
矢
部
市
石
動
）

　
　
　

←

　

と
な
み
野
農
業
協
同
組
合

（
砺
波
市
宮
沢
町
）

　

六
月
二
十
三
・
二
十
四
日
の
両
日
、

高
瀬
遺
跡
保
存
協
会
（
竹
村
武
夫
会

長
）
主
催
の
「
第
三
十
八
回
菖
蒲
ま

つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
開
催
に
先
立

ち
、
拝
殿
で
は
「
献
花
式
」
が
斎
行

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
菖
蒲
」
が
ご
神
前
に
供
え
ら
れ
、

関
係
者
一
同
に
よ
り
「
ま
つ
り
」
の

成
功
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

祭
典
後
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
に
よ

る
「
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
レ
ー
ド
」
が

高
瀬
遺
跡
ま
で
行
わ
れ
、
主
会
場
の

「
高
瀬
遺
跡
」
で
は
、
氏
子
の
雅
楽

会
「
鳳
鳴
ク
ラ
ブ
」
を
は
じ
め
と
す

る
各
種
団
体
の
清
興
が
あ
り
、
両
日

共
梅
雨
の
合
間
の
好
天
に
恵
ま
れ
、

大
勢
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
本
年
も
、
同
時
開
催
の
「
南

砺
吟
道
大
会
」
に
漢
詩
を
寄
稿
さ
れ

た
波
多
武
烈
氏
に
宮
司
よ
り
表
彰
状

と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

金
　
婚
　
祭

祈
年
穀
祭

献
花
式
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雪
に
閉
ざ
さ
れ
た
長
い
北
陸
の

冬
も
終
わ
り
に
近
づ
く
頃
か
ら
五

月
の
初
旬
に
か
け
て
、
砺
波
地
方

で
は
暖
か
い
乾
燥
し
た
南
風
が
吹

き
始
め
、
砺
波
平
野
を
と
り
ま
く

山
々
の
雪
も
急
に
少
な
く
な
り
春

が
訪
れ
ま
す
。

　

こ
の
春
を
知
ら
せ
る
南
風
は

「
井
波
風
」
と
呼
ば
れ
、
南
砺
市

の
八
乙
女
山
か
ら
吹
き
降
ろ
し
、

髙
瀨
神
社
の
鎮
座
す
る
旧
井
波
町

や
庄
川
町
、
井
口
村
、
城
端
町
に

か
け
て
風
が
強
く
、
砺
波
か
ら
戸

出
と
行
く
に
し
た
が
っ
て
弱
く
な

り
、
や
が
て
微
風
と
な
り
ま
す
。

南
風
の
強
い
地
帯
の
散
村
農
家
で

は
、
南
側
に
良
く
茂
っ
た
防
風
林

が
造
ら
れ
、
石
垣
や
土
堤
を
め
ぐ

ら
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
四
月
、
全
国
に
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
た
大
風
は
記
憶
に

新
し
い
で
す
が
、
当
神
社
で
も
前

日
の
四
月
二
日
か
ら
三
日
に
か

け
、
こ
の
大
風
に
あ
わ
せ
井
波
風

が
吹
き
荒
れ
、
御
神
木
の
杉
を
は

じ
め
計
十
三
本
が
倒
木
す
る
な
ど

被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
七
十
一
年
前
の
昭
和
十

六
年
四
月
二
日
に
も
最
大
級
の
井

波
風
が
吹
き
、
樹
齢
数
百
年
の
巨

木
が
四
十
数
本
根
返
り
し
、
拝
殿

な
ど
が
潰
さ
れ
る
な
ど
の
大
き
な

被
害
が
あ
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

（
権
祢
宜　

長
谷
川
宏
幸
記
）

シ
リ
ー
ズ

⑫

「
井
波
風
の
こ
と
」

髙
瀨
の
ご
神
鳥

　

当
神
社
で
は
、
古
来
よ
り
「
キ

ジ
」
が
、「
ご
神
鳥
（
大
神
様
の

お
使
い
）」と
さ
れ
、か
つ
て
は「
ご

神
紋
」
に
使
用
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
。

　

当
地
方
で
は
、「
キ
ジ
を
虐
め

る
と
ば
ち
が
あ
た
る
」
と
云
い
伝

え
ら
れ
、
捕
獲
し
て
口
に
す
る
こ

と
は
ご
法
度
と
さ
れ
た
大
切
な
鳥

で
す
。

　

去
る
六
月
四
日
、本
殿
裏
に「
キ

ジ
」
が
巣
作
り
を
し
、
抱
卵
し
て

お
り
ま
し
た
。

　

神
社
職
員
・
氏
子
が
温
か
く
見

守
り
、
六
月
二
十
二
日
頃
に
は
、

無
事
に
「
ひ
な
」
が
誕
生
し
、
巣

替
え
を
い
た
し
ま
し
た
。

　
「
ひ
な
」
が
成
長
し
、
明
年
も

巣
作
り
す
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

　

当
神
社
で
は
、
古
来
よ
り
「
キ

ジ
」
が
、「
ご
神
鳥
（
大
神
様
の

お
使
い
）」と
さ
れ
、か
つ
て
は「
ご

神
紋
」
に
使
用
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
。

　

当
地
方
で
は
、「
キ
ジ
を
虐
め

る
と
ば
ち
が
あ
た
る
」
と
云
い
伝

え
ら
れ
、
捕
獲
し
て
口
に
す
る
こ

と
は
ご
法
度
と
さ
れ
た
大
切
な
鳥

で
す
。

　

去
る
六
月
四
日
、本
殿
裏
に「
キ

ジ
」
が
巣
作
り
を
し
、
抱
卵
し
て

お
り
ま
し
た
。

　

神
社
職
員
・
氏
子
が
温
か
く
見

守
り
、
六
月
二
十
二
日
頃
に
は
、

無
事
に
「
ひ
な
」
が
誕
生
し
、
巣

替
え
を
い
た
し
ま
し
た
。

　
「
ひ
な
」
が
成
長
し
、
明
年
も

巣
作
り
す
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

平成24年4月3日

昭和16年4月2日

髙
瀨
の
豆
知
識
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献
穀
田
だ
よ
り

　

本
年
も
井
波
地
域
中
核
農
業
士

協
議
会
（
池
田
喜
昭
会
長
）
に
よ

る
「
御
田
植
祭
」
が
、
去
る
五
月

十
九
日
、
南
砺
市
坪
野
の
西
村
精

志
氏
（
本
年
奉
耕
者
）
の
水
田
で

斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

祭
事
で
は
宮
司
「
祝
詞
奏
上
」

に
つ
づ
き
神
田
が
祓
い
清
め
ら
れ
、

五
名
の
早
乙
女
に
よ
り
四
月
二
日

に
「
種
籾
清
祓
式
」
で
祓
い
清
め

ら
れ
た
、「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
の
苗
が

丁
寧
に
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

九
月
中
旬
の
「
抜
穂
祭
」
で
刈

り
取
ら
れ
る
稲
は
御
神
前
に
お
供

え
さ
れ
る
ほ
か
、
伊
勢
の
神
宮
に

「
懸
税
」
と
し
て
奉
献
さ
れ
ま
す
。

西
村　

友
美
さ
ん
（
社
会
人
）

板
橋
ひ
か
り
さ
ん
（
富
山
高
専
）

木
村
紗
都
美
さ
ん
（
高
岡
南
高
校
）

沢
田　

夏
海
さ
ん
（
福
野
高
校
）

木
村　

侑
紀
さ
ん
（
井
波
中
学
）

「
御
田
植
祭
」
斎
行

「
御
田
植
祭
」
斎
行早

乙
女
奉
仕
者

素
人
達
の
大
茶
会

素
人
達
の
大
茶
会

　

去
る
五
月
二
十
七
日
、
茶
道
裏

千
家
淡
交
会
高
岡
支
部
と
な
み
野

青
年
部
（
岩
崎
正
克
部
長
）
主
催

の
「
第
二
回
素
人
達
の
大
茶
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
に
続
き
二
回
目
と
な
る
今

回
は
「
ふ
る
さ
と
」
を
テ
ー
マ
に
、

「
本
席
」
で
は
青
年
部
員
手
作
り

の
三
助
焼
の
茶
碗
を
使
い
心
尽
く

し
の
一
服
を
。「
お
楽
し
み
席
」

で
は
雅
楽
の
生
演
奏
を
聞
き
な
が

ら
、
お
茶
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
待
合
と
な
る
「
ふ
れ
あ

い
コ
ー
ナ
ー
」
に
は
、
五
郎
丸
屋

（
小
矢
部
市
）
の
和
菓
子
公
開
制

作
や
茶
室
模
型
作
り
コ
ー
ナ
ー
、

髪
結
い
・
帯
結
び
コ
ー
ナ
ー
な
ど

も
用
意
さ
れ
、
四
百
人
を
超
す
来

場
者
を
も
て
な
し
ま
し
た
。

協
力　

高
瀬
鳳
鳴
ク
ラ
ブ

　
　
　

地
元
青
年
有
志
一
同
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昨
年
十
二
月
か
ら
本
年
五
月
ま

で
御
婚
礼
の
御
儀
を
執
り
行
わ

れ
た
皆
様
で
す
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
（
挙
式
日
、
時
間
順
）

（
十
二
月
）

十
日 

石
村　

貴
浩 

 

 

 

淳
子 
ご
夫
妻

十
一
日 

中
沖　

慶
太 

 

 

 

美
香 
ご
夫
妻

（
二
月
）

二
十
五
日 
松
川　
　

勲 

 

 

 

麻
里 
ご
夫
妻

 

田
辺　

昭
弘 

 

 

 

幸
恵 
ご
夫
妻

（
三
月
）

十
七
日 

吉
田　
　

司 

 

 

 

千
栄
子 
ご
夫
妻

二
十
日 

羽
倉　

正
人 

 

 

 

貴
子 
ご
夫
妻

二
十
四
日 
前
田　

洋
儀 

 

 

 

紘
子 
ご
夫
妻

（
四
月
）

七
日　
　
ダ
イ
ニ
ン
ガ
ー・ア
ン
ド
レ
ア
ス  

 

 

 

紀
子 
ご
夫
妻

八
日 

長
崎　
　

努 

 

 

 

奈
緒 
ご
夫
妻

十
四
日 

橋
爪　

和
也 

 

 

 

牧
子 
ご
夫
妻

二
十
一
日 
中
坪　

裕
善 

 

 

 

友
美 
ご
夫
妻

二
十
九
日 
北
村　

夏
樹 

 

 

 

亜
衣 
ご
夫
妻

 

鎌
田　

知
直 

 

 

 

美
紀 
ご
夫
妻

（
五
月
）

五
日 

野
村　

宜
弘 

 

 

 

佳
緒
理 
ご
夫
妻

 

吉
田　

茂
兼 

 

 

 

歩
美 
ご
夫
妻

十
九
日 

糸
毛　

弘
樹 

 

 

 

亜
李
沙 
ご
夫
妻

ご
新
郎
ご
新
婦
の
末
永
い
ご
多

幸
と
ご
両
家
益
々
の
ご
繁
栄
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

「
三
月
」

四
日

　

埼
玉
県
神
社
庁
入
間
支
部

 

（
第
寿
班
）七
十
三
名

　

井
波
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会

 

四
十
名

十
一
日

　

山
梨
県
神
社
庁
南
都
留
支
部

　
　

支
部
長　

渡
辺
主
計

 

以
下
一
〇
二
名

　

大
正
琴
花
び
ら
の
会（
奉
納
演
奏
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
十
七
名

十
二
日

　

埼
玉
県
神
社
庁
入
間
支
部

 

（
第
五
班
）四
十
六
名

十
九
日

　

富
山
県
西
部
森
林
組
合
砺
波
支
所

 

（
安
全
祈
願
）四
十
九
名

二
十
六
日

　

㈱
キ
タ
ニ（
新
入
社
員
奉
告
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
名

「
四
月
」

二
日

　

献
穀
田
種
籾
清
祓
式

五
日

　

南
砺
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

 

（
安
全
祈
願
）四
十
名

六
日

　

南
砺
市
交
通
安
全
協
会

 

（
春
の
交
通
安
全
祈
願
祭
）

八
日

　

氏
子
清
掃
奉
仕（
村
総
出
）

　

高
瀬
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

 

（
金
婚
奉
告
祭
）（
清
掃
奉
仕
）

十
三
日

　

立
正
佼
成
会（
清
掃
奉
仕
）

二
十
七
日

　

パ
ル
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱

 

（
創
立
記
念
日
奉
告
）

「
五
月
」

十
三
日

　

立
正
佼
成
会（
清
掃
奉
仕
）

十
五
日

　

庄
川
Ｓ
Ｃ
安
全
協
議
会 
三
十
一
名

十
六
日

　

神
社
庁
砺
波
支
部
研
修
会

二
十
日

　

中
郷
琴
平
講（
東
京
都
青
梅
市
）

 

二
十
名

二
十
七
日

　

第
二
回
素
人
達
の
大
茶
会

 

四
〇
〇
名

二
十
八
日

　

お
が
や
っ
子（
古
希
奉
告
）

　
　

代
表　

坂
下
政
和 

以
下
十
名

二
十
九
日

　

上
地
八
幡
宮

　
　

宮
司　

大
須
賀
久
人

 

以
下
八
十
名

　

富
山
県
西
部
森
林
組
合
利
賀
支
所

 

五
十
名（
安
全
祈
願
）

団
体
参
拝
の
ご
案
内

　

事
業
所
の
安
全
祈
願
・
創
立
記
念

日
等
の
各
種
祈
願
を
随
時
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。

　

不
明
な
点
は
社
務
所
ま
で
お
た
ず

ね
下
さ
い
。

（
初
穂
料
）
一
〇
、〇
〇
〇
円
〜

参

拝

日

誌

抄

参

拝

日

誌

抄

（
平
成
二
十
四
年
三
月
〜
五
月
）

（
敬
称
略
）



　
八
月
七
日
（
火
）

　

午
後
三
時
よ
り
斎
行
　

　
　
短
冊
配
布
期
間
七
月
十
四
日
よ
り

　

短
冊
は
外
拝
殿
に
置
い
て
あ
り
ま

す
。
願
い
事
を

書
い
て
笹
に
下

げ
て
下
さ
い
。

　

ど
う
ぞ
ご
家

族
お
揃
い
で
ご

参
拝
下
さ
い
。

　
九
月
十
三
日
（
木
）

　

午
前
十
時
よ
り
斎
行
　

　

ご
本
社
に
つ

づ
き
功
霊
殿
大

祭
を
斎
行
い
た

し
ま
す
。

　

皆
様
お
そ
ろ

い
で
ご
参
拝
下

さ
い
。

　
九
月
十
七
日
（
祝
）

午
前
九
時
よ
り
　

　

奉
告
祭
の
の
ち
、
境
内
に
て
開
催

7

し
ま
す
。

　

砺
波
地
区
内

の
小
中
学
生
・

高
校
生
剣
士
の

熱
戦
が
展
開
さ

れ
ま
す
。
応
援

を
お
願
い
し
ま

す
。

　
九
月
二
十
九
日
（
土
）

午
後
六
時
よ
り
　

　
十
月
二
十
一
日
（
日
）

午
前
十
時
斎
行
　

（
お
茶
席
・
二
席
）

　

午
前
九
時
〜

　

午
後
二
時
三
十
分

（
茶
券
）

　

一
枚
三
千
円

　
（
短
冊
・
点
心
付
）

　

本
年
は
次
の
通
り
で
す

○
七
歳（
女
子
）　
平
成
十
八
年
生

○
五
歳（
男
子
）　
平
成
二
十
年
生

○
三
歳（
男
女
）　
平
成
二
十
二
年
生

　

十
五
歳
（
平
成
十
年
生
）

　

十
三
歳
（
平
成
十
二
年
生
）

ご
案
内

【
表
紙
写
真
】

　
　
境
内
に
咲
く
「
葵
」

　

編
集
後
記

　

今
年
の
梅
雨
は
独
特
の
じ
め
じ
め

さ
が
無
く
、
日
々
快
適
に
過
ご
し
て

お
り
ま
す
が
、
水
不
足
に
よ
り
農
作

物
も
元
気
が
無
く
、
今
後
の
生
育
が

心
配
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
暑
い
夏
を
迎
え
ま
す

が
、
氏
子
・
崇
敬
者
の
皆
様
に
は
ご

自
愛
い
た
だ
き
、
日
々
清
々
し
く
お

過
ご
し
い
た
だ
き
ま
す
こ
と
、
衷
心

よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

七
夕
祭

七
夕
祭

七
夕
祭

例　

祭

例　

祭

例　

祭

観
月
祭

観
月
祭

観
月
祭

第
三
十
九
回 

献
茶
式

第
三
十
九
回 

献
茶
式

第
三
十
九
回 

献
茶
式

七
五
三
詣

七
五
三
詣

七
五
三
詣

　

家
内
安
全
・
交
通
安
全
・
初
宮
詣
・

厄
除
・
人
生
儀
礼
な
ど
「
御
祈
祷
」

は
毎
日
午
前
八
時
三
十
分
よ
り
午
後

四
時
三
十
分
ま
で
随
時
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
。

　

祭
典
・
結
婚
式
等
で
御
奉
仕
で
き

な
い
時
間
帯
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
社
務
所
ま
で
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

ご
祈
祷

ご
祈
祷

ご
祈
祷

元
服
祝
（
男
子
）

元
服
祝
（
男
子
）

元
服
祝
（
男
子
）

髪
上
祝
（
女
子
）

髪
上
祝
（
女
子
）

髪
上
祝
（
女
子
）

第
五
十
回 

奉
納
剣
道
大
会

第
五
十
回 

奉
納
剣
道
大
会

第
五
十
回 

奉
納
剣
道
大
会

腹
帯
の
お
祓
い
も
行
い
ま
す
の
で
ご
持
参
下
さ
い
。

戌
の
日（
七
月
〜
十
二
月
）

戌
の
日（
七
月
〜
十
二
月
）

い
ぬ

（
七
月
）　
十
二
日
・
二
十
四
日

（
八
月
）　
五
日
・
十
七
日
・
二
十
九
日

（
九
月
）　
十
日
・
二
十
二
日

（
十
月
）　
四
日
・
十
六
日
・
二
十
八
日

（
十
一
月
）九
日
・
二
十
一
日

（
十
二
月
）三
日
・
十
五
日
・
二
十
八
日

げ
ん
ぷ
く
い
わ
い

か
み
あ
げ
い
わ
い

奉
　
納

奉
　
納

奉
　
納

辞
　
令

辞
　
令

辞
　
令

○
「
境
内
剪
定
作
業
」

　

小
矢
部
市
津
沢

　
　

㈱
越
路
ガ
ー
デ
ン

　
　
　

代
表
取
締
役　

西
尾
倫
顕

　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
下
十
二
名

　

平
成
二
十
四
年
六
月
八
日

黒
田　

三
津
子

　

願
い
に
よ
り
事
務
員
を
免
ず
る

　

（
平
成
二
十
四
年
六
月
三
十
日
付
）

※

恒
例
の
奉
仕
作
業
で
す
が
、
本
年
も
さ

わ
や
か
な
境
内
に
し
て
頂
き
ま
し
た
。

第34号平成24年7月1日
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発
行
日　

平
成
二
十
四
年
七
月
一
日　
　

発
行
所　
越
中
一
宮　
髙
瀨
神
社
社
務
所

編
集
人　

浦　

泰　

宏　
　

印
刷
所　

牧
印
刷
株
式
会
社

〒
九
三
二｜

〇
二
五
二

富
山
県
南
砺
市
高
瀬
二
九
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
七
六
三
）八
二｜

〇
九
三
二

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
七
六
三
）八
二｜

三
二
〇
四

昨今の結婚式事情・・・
「水合せの儀」

皆ながおじいちゃん、おばあちゃん世代、親世代、子世代と、さまざまな世代が一緒
に生活していた一昔前。
ご近所にお嫁さんが来ると聞くと、皆さんそのお宅にお嫁さんを見に行きました。私も、
小さな頃、祖母について見に行った記憶が今でもあります。
お嫁さんが、新郎家の玄関で盃にはいったお水を飲む姿が、幼心にとても素敵に見え
ました。大人になって、その意味を知りとても感慨深い気持ちになりました。
水合わせの儀式は、新郎家の水と、新婦家の水を合わせる盃の儀式です。新婦が新郎
家の家風に早く馴染むように、そして新婦が二度と実家に戻ることがないようにと願
い盃を景気よく割ります。この盃の割れる音がピンと張り詰めた緊張の空気の中、心
に響き渡りました。伝統の中に、一生に一度の大切な儀式としての重みと、結婚に対
する気構えが刻まれている事を感じます。

髙
瀨
神
社
の
プ
リ
ン
セ
ス
フ
ェ
ア

７
月
29
日﹇
日
﹈

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

模
擬
挙
式
＆
披
露
宴

　

ド
レ
ス
試
着
＆
写
真
撮
影

　

ネ
イ
ル
ア
ー
ト
体
験

　

プ
ロ
の
メ
イ
ク
ア
ド
バ
イ
ス

　

カ
ラ
ー
診
断
な
ど
、

　
女
の
子
に
嬉
し
い
イ
ベ
ン
ト
い
ろ
い
ろ
企
画
中
！

ご
来
場
頂
い
た
方
全
員
に

　
特
製
ス
イ
ー
ツ
試
食
会

お
問
合
せ
は
☎（
０
７
６
３
）８
２―

０
９
３
２

第34号

結
び
の
杜
の

プ
リ
ン
セ
ス

　
午
後
１
時
〜 入

場
無
料
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